
言語活動の充実を図るための実践事例 

【春日部市教育委員会】 

 

１ 学校、学年、教科    小学校、全学年、算数 

 

２ ねらい 言語活動の充実を図ることで、児童の算数的な表現力や思考力を育成する。 

 

３ 取組内容 

（１） ノート指導 

・学習の進め方（問題→課題→見通し→実行→まとめ→練習）に沿って、全校でノートの書き方を

統一している。全校で共通理解を図ることで、学年が上がっても指導が一貫されるため、児童は

迷いなくノートに書くことができ、学習の流れが定着すると考えている。 

・式だけではなく、数や図、言葉で説明を書くように指導している。多様な表現で説明させること

で数や式の意味理解につながり、また、多様な表現方法で説明できると相手を納得させる手段が

広がり、学び合いを深めることができる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

       

 

 

   

 

 

 

考え方カード（高学年） 

（２） 発表の仕方 

まずは、自分の考えをわかりやすく 

説明できるように、話型をもとにして 

発表するように指導している。そして、 

学年が上がるにつれて、できるだけ自 

分の言葉で説明できるように支援して 

いる。 

実際の児童のノート(６年生) 

 

 

 



（３） ペア、グループ学習 

 ・自力解決ができたら、自分の考えを隣の児童に説明するペア学習の時間を設けている。ノートを

見せながら、順序を示す言葉「まず」「次に」「そして」や、考えた根拠がわかる言葉「～だから」

「～ので」「なぜなら」等を用いながら説明できるようにする。また、式や数の意味、考えの根

拠等を考えさせるために、聞いている側から説明者に質問をさせるようにしている。全体の前で

発表する前段階としてペア学習を設けることで、自分の考えや発表に自信を与えることができる

と考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ペア学習（６年生）           グループ学習（５年生） 

・式（または図）だけを見せて他の児童に考えさせたり、ある児童に途中まで説明させて続きを他の 

児童に説明させたりするなどの工夫で、学級に多様な考え方の共有を図り、思考力を高めている。 

・高学年では、出てきた考えからよりよい考えや一般的な考えに高めていくために、グループで話し 

合う時間を設けている。その後、各グループで話し合った考えを教師がまとめていき、価値を高め 

ていく。 

（４）振り返りカードの取組 

 ・終末のまとめの後に、振り返りカードを記入 

する時間を設けている。学年に応じて、振り 

返りの視点（学習の理解、既習の活用、伝え 

合い）を与え、自己評価をさせている。 

 ・今日学んだことを自分の言葉でまとめるよう 

にしている。授業では教師と児童で学習内容 

をまとめるが、もう一度児童に自分の言葉で 

まとめさせることで本時の学習を理解してい 

るかどうか教師が児童を評価できる。また、教 

師からのコメントは児童の次時への励みにもなっている。   振り返りカード（高学年） 

４ 成果と課題 

    ○少しずつではあるが、児童が自分の考えをノートに記述したり友達に説明したりする姿に、自信を

もって表現している様子が見られてきた。ペア学習では説明するか聞くかのどちらかになるので、

相手の考えを理解しようと熱心に聞いている児童が多くみられた。 

※相手を意識してわかりやすく表現するためにはどうしたらよいか児童に考えさせていき、さらに表

現を高めていきたい。また、他教科との関連や評価の工夫について研究を深めていきたい。 

  

 

 


